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ＡＤＩ世界アルツハイマーデー201１のテーマ　「認知症の真の顔・様相」

日　程：201２年3月７日～１０日
開催地：イギリス　ロンドン
テーマ：認知症のサイエンス
　　　　　　　　・ファクト・フィクション

抄録申込

提出方法：ウェブサイトからのオンライン提出

　　　　 （201１年６月1日オープン）

提出期限：201１年１０月1４日

登録関係

早期登録締切り：201２年1月1３日

　　　　　　　（オンライン登録６月２７日開始）

■プログラムの最新情報、参加登録受付、宿泊、

　抄録提出及び懇親イベントを含む大会情報については：

　www.adi2012.org

　ＡＤＩ国際会議・イギリス･ロンドン大会へ
　「家族の会」の代表団の一員として参加を希望する支部を募集します

　2012年3月にイギリス･ロンドンで開催される国際会議へ「家族の会」として代表団を派遣しますが、代表団
に参加する支部を募集します。
　希望する支部が複数の場合には、選考により１支部を選ばせていただきます。選ばれた支部へは、１名分の大会
参加費･旅費･宿泊費などの費用を家族の会で負担します。
　支部から参加していただく方は、特に英語ができなくても構いません。代表団の一員として、ＡＤＩ評議員会（
総会）をはじめとした国際会議へ参加できます。また、日本のブースの設営と運営に係わっていただきます。
　希望する支部は、9月30日(金)までに本部事務局までお申し込み下さい。

　ＡＤＩでは、世界アルツハイマーデー２０１１年のテーマを「認知症の真の顔・様相」
としています。日本の標語と併せて広めましょう。
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第27回国際アルツハイマー病協会国際会議　　　　

イギリス･ロンドン大会のお知らせ



日　程：2011年11月8日～11日
開催地：タイ　バンコク　　
テーマ：認知症、今　行動の時

ＡＤＩが「世界アルツハイマーシンボル」デザインコンテストを実施！奮ってご応募を！ＡＤＩが「世界アルツハイマーシンボル」デザインコンテストを実施！奮ってご応募を！
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第14回ADIアジア太平洋地域会議が開催されます

カナダ代表の開会挨拶

震災の記事を載せた配布パンフ日本のブース前で「家族の会」代表団

参加のみなさんから寄せられたメッセージ

「家族の会」代表団の一員としてＡＤＩカナダ･トロント大会へ参加して
　　　　　　　～大震災被害の日本に注目が集まる～　　　

千葉県支部代表　植松多恵子
3月26日から29日までカナダのトロントで開かれた、第26回ADI国際会

議に参加する機会を得ました。

加盟73カ国中、50カ国から参加者は1000人余でした。11年前のワシ

ントンで開かれたADI国際会議に参加した時は今回の1/3位の評議員数だっ

たと記憶しています。今回大きな組織に成長したことに驚いたと同時に、

WHOでもアルツハイマーレポートとして、早期診断、早期介入、予防の

重要性を発表予定と聞き、世界が取り組む重大な課題になったことを実感

します。

日本のブースには、配布パンフレットを拡大したものを展示、ほとんどの

国の方がこの度の大震災に対する暖かいメッセージをたくさん寄せてくだ

さり、人は地球上で確かに繋がっていることを感じ胸が熱くなりました。

第1日目（26日）の午前中は、活発な意見交換がされたアジア太平洋地域

会議が非公式に開催され、午後の各国代表者による評議会では、様々な議

題が4時間に渡って議論されました。

2日目・3日目は、招待講演、ワークショップ、オーラル発表、ポスター

セッション、ブース、本人発表等様々なプログラムでした。

最終日（29日）は、ブースの撤収、12：15から閉会式の冒頭で、東日

本大震災に対するお見舞い、激励、支援へのお礼を吉野国際交流委員長が

述べ、再生への決意を表明しました。

震災直後という今年の国際会議は、日本に最も注目が集まり、参加した私

たちには、これまでとは異なる特別な会期になりました。

また、認知症の方たちもたくさん参加していて、ブースの説明をしてくれ

たり、レセプションで皆と楽しく歓談したり、ダンスを踊ったり、参加者

皆が普通に関わり合いながら時間を共有できたことが、とても印象深かっ

たです

＊それにつけても、言葉の壁はどうしようもなく、これから努力しても無

理な話、残念で悔しいです。自由に話せたり聴いたりできたら、もっとも

っと有意義な時間を過ごすことができたでしょうに・・・


